
アメリカンフットボールの第４６回北海道学生選手権第３節は１日、札幌学

院大グラウンドで１部Ａブロックの１試合を行い、帯広畜産大が３８－０で札

幌学院大に勝った。この結果、Ａブロックの最終順位は①北海道大（２勝）②

帯広畜産大（１勝１敗）③札幌学院大（２敗）となった。また予定していた同

Ｂブロックの北星学園大－室蘭工業大戦は、室蘭工業大が新型コロナウイルス

対策で棄権したため北星学園大の不戦勝となった。室蘭工業大は第１節に続い

ての不戦敗。Ｂブロックの最終順位は①北海学園大（２勝）②北星学園大（１

勝１敗）③室蘭工業大（２敗）。 

最終節の３日は、両ブロック１位の北海道大と北海学園大の優勝決定戦（午

前１０時、北海学園清田グラウンド）を行い、勝者がパインボウル（１１月２

３日、仙台）で東北学生リーグの優勝校と対戦する。 

帯広畜産大は第１Ｑ、３分にＫ樋田亘哉（４年、帯広大谷高）の２７ヤード

ＦＧで先制すると、７分にはＷＲ/ＤＢ山村達也（３年、江別・大麻高）が２

６ヤードのインターセプトリターンＴＤ。ＰＡＴも樋田が走り込んで、１１－

０とリードし、試合の主導権を握った。 



帯広畜産大は第２Ｑも、２分にＷＲからＴＢにモーションした山村が中央を

突いて３ヤードＴＤラン。第３Ｑにもゴール前からの攻撃で山村が飛び込み、

この日３本目のＴＤを奪った。第４Ｑには、ＱＢ貫井哲平（３年、千葉・船橋

東高）からＷＲ福島将太（４年、帯広大谷高）への１２ヤードＴＤパス、ＲＢ

渡辺駿（４年、愛知・中部大春日丘高）の３ヤードＴＤランでリードを広げ

た。 

札幌学院大は、エースＲＢアンダーソン・真・グレン（４年、北広島西高）

が帯広畜産大のＤＴ三上雅輝（４年、札幌第一高）やＳ白川天悠（４年、札幌

清田高）らにラン、パス合わせて１７回計１１ヤードに封じられ、好機での

ファンブルや反則も痛かった。 

帯広畜産大の三上主将は「守備の出来が良く、攻撃の流れをつかめた。３年

間同じ顔ぶれの攻撃ラインがランを出し、初先発のＱＢも勉強して頑張った。

今季はこの試合だけになったが、やってきたことをすべて出せた」と３年ぶり

の札幌学院大勝利を喜んだ。３ＴＤ、２インターセプトと大活躍の山村も「最

初のインターセプトＴＤは狙っていた。守備ラインの圧力のおかげ。去年の札

幌学院大戦で同点のセイフティを奪われたときのキャリアーは自分だったの

で、今日はいい試合になった」とリベンジに満足そうだった。 

  

【記録】 

▽１部Ａブロック 

　　　　　　　　　　　１Ｑ　２Ｑ　３Ｑ　４Ｑ　　計 

札幌学院大（２敗）　　　０　　０　　０　　０　　０ 

帯広畜産大（１勝１敗）１１　　７　　６　１４　３８ 

▽同Ｂブロック 

北星学園大（１勝１敗）　不戦勝　室蘭工業大（２敗） 


